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１．研究計画の概要 
 三型分泌機構（Type III secretion system; 
T3SS）は動物植物の病原細菌に広く保存さ
れ、病原因子を宿主細胞に注入するための分
泌装置として病原性の根幹をなしている。し
かし植物病原細菌の全てが T3SS 遺伝子を有
しているわけではない。本研究では、既知の
II 型や IV 型とも異なったあらたな病原性誘
導機構の発見を目指して以下の様な研究を
行った。 
（１）Pseudomonas viridiflava と P. fusco- 
vaginae の hrp 遺伝子構造の解析と過敏感反
応(HR)誘導因子の探索： P. viridiflava にお
いて T3SS である hrp 遺伝子の欠失の状況と
機能との関連、P. fuscovaginae における病原
性関与遺伝子の探索、機能解析を行う。 
（２）新たな T3SS 非依存植物病原細菌の探
索： 上記２種類以外の植物病原細菌で HR
誘導能力や強い病原性があるものの T3SS 機
構に依存しない病原性システムを有する可
能性のある病原体を探索する。 
（３）Pantoea ananatis における病原性発現
因子の解明： 探索の結果新たに見つかって
来た P. ananatis について病原性に関与する
遺伝子を明らかにするとともに、その生態や
発病機作を明らかにし、また植物体での反応
過程を解明する。  
 
２．研究の進捗状況 
（１）P. viridiflava については、hrp 遺伝子
の構造が系統によって大きく異なることを
明らかにしたが、欠失と考えられた部位は変
形した hrp 遺伝子が入っており、基本的には
従来型の T3SS 依存型の病原性発現機構に則
っていることを明らかにした。よって本研究

の主要なターゲットにはなり得ない事がわ
かった。一方、P. fusucovaginae については
hrp 遺伝子の検出はできず、培養上清に HR
誘導能力を認めた。その主体はペクチン分解
酵素と推定されたが、主な遺伝子である pel
は一部の菌株にのみ存在し、残りの株には従
来に無い新しいタイプの分解酵素遺伝子が
あることが推定された。 
（２）T3SS に依存しない新たなタイプの病
原体として、Pantoea ananatis と Rhizobac- 
ter dauci が浮上してきた。いずれも当研究室
で近年解析を行っているが、T3SS は保有し
ていないと推定されている。P. ananatis はメ
ロン果実内腐敗病を引き起こすグループと
イネやネギに病原性のあるグループ、その他
のグループの３通りがあり、それぞれ別の発
病様態を示す事を明らかにした。 
（３）P. ananatis の病原性発現では、メロン
病原群はいずれも iaaM, iaaH および etz と
いった植物ホルモン合成遺伝子をを保有し
ており、その有無と病原性が一致する事から
これらが主要病原因子である可能性を示し
た。イネ・ネギ病原群ではタバコにゆっくり
と HR 様の反応を示し、なおかつ hrp 遺伝子
は検出されないので、新たな発病機構のター
ゲットとして最重要であると判断している。 
 
３．現在までの達成度 
（２）、（３）については当初の計画を上回っ
て進展している。 
理由： 当初計画になかったあらたな病原細
菌が T3SS 非依存と推定され、その病原遺伝
子の解析に進む事が出来た。その中で菌の系
統分化やそれに対応した病原性遺伝子の分
布の分化などもあきらかになってきた。 
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（１）についてはほぼ計画通りに進行した。 
理由： P. fuscovaginae において従来型のペ
クチン分解酵素遺伝子 pelとそれ以外の新規
酵素が関与していることを明らかに出来た。
P. viridiflava については hrp遺伝子の多様
性と病原性の関係は低いものであることが
明らかとなったが、当初期待した様な新規な
機構の解明には至らなかった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
特に、P. ananatis を中心課題に据えて以下の
様な研究を推進している。 
（１）本菌のイネ・ネギ病原群が有するタバ
コへの HR 様反応の誘導について、従来の
T3SS による HR と同じ現象が起きているの
か、タバコで発現している遺伝子解析を行っ
て明らかにする。 
（２）タバコでの HR 様反応を基準に、P. 
ananatis においてトランスポゾンタギング
を行い、反応を誘起している原因遺伝子を直
接つかまえることをめざす。 
（３）既にえられている iaaM, iaaH, etz 遺
伝子について、ノックアウト変異株を作成し、
病原性への関与について直接的に証明する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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